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・ 本道の半導体関連産業は、千歳市周辺や道南地域等に、半導体製造企業や半導体製造装置
の部品や素材、検査装置用の部品を製造する企業が立地しているほか、札幌市を中心にLSI等を設
計する企業が立地しています（立地件数：52件(2023年12月現在)）。

第３章 １ 半導体関連産業に関する本道の現状
１－１ 半導体関連産業の現状①（道内の集積状況）

16



第３章 １ 半導体関連産業に関する本道の現状
１－１ 半導体関連産業の現状②（道内の集積状況）
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道内の半導体関連企業一覧（2023年12月現在）



第３章 １ 半導体関連産業に関する本道の現状
１－１ 半導体関連産業の現状②（(一社)北海道新産業創造機構）
・ 2023年7月6日、北海道経済連合会が、半導体関連企業の立地等に関する一元的な相談窓口
の役割を担う法人として、(一社)北海道新産業創造機構（ANIC (エイニック)）を設立しました。

・ ANICが事務局を務める「北海道次世代半導体産業プラットフォーム」では、構成員である経済団
体・業界団体・金融機関のネットワークを活用して、半導体関連企業の立地や道内企業の参入促
進などを支援しています。

ANICの推進体制
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半導体関連企業／道内企業

行政機関

支援支援

北海道次世代半導体産業
プラットフォーム構成員

(一社)北海道IT推進協会
(一社)北海道機械工業会
(一社)北海道建設業協会
(一社)北海道商工会議所連合会
(株)ほくほくフィナンシャルグループ
(株)北洋銀行
(公財)北海道科学技術総合振興センター
北海道経済同友会
北海道経済連合会
北海道中小企業団体中央会

※2023年10月1日現在



・ 理工系の13大学及び４高専の卒業生のうち、約６割が道外で就職しています。

第３章 １ 半導体関連産業に関する本道の現状
１－２ 半導体関連人材の現状①（道内理工系大学・高専生の就職状況）
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道内理工系大学・高専卒業生の道内就職率

出典）道総合政策部調

2019年
３月卒

2020年
３月卒

2021年
３月卒

2022年
３月卒

2023年
3月卒

大学（13校） 41.3％ 38.6％ 41.7％ 41.0％ 40.9％

高専（４校） 24.6％ 33.3％ 36.5％ 31.2％ 33.5％

大学＋高専 39.2％ 38.0％ 41.2％ 39.8％ 40.0％

※ 理工系学部のうち、医学、歯科学、薬学などの医療系の分野を除いた理工系学部並びに情報系の学部の新卒者



第３章 １ 半導体関連産業に関する本道の現状
１－２ 半導体関連人材の現状②（北海道半導体人材育成等推進協議会)

・ 北海道経済産業局は、2023年６月に、今後の道内半導体関連産業の活性化に向けて、「北海
道半導体人材育成等推進協議会」を設置しました。道も本協議会に参画しています。

・ 協議会では、「半導体人材の育成と確保」及び「半導体関連産業の取引活性化」をテーマに推進
策を検討しています。人材育成・確保に関しては、道内立地企業等へのヒアリングを元に、2030年度
までに道内半導体・電子デバイス関連企業への就職者数を2023年度の200人から3倍の600人と
するため、産学官連携の取組を促進することとしています。
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道内半導体・電子デバイス関連企業の採用状況や、現在の道内理工系
学生（構成機関）の動向を踏まえ、2030年度までに、道内の半導体・
電子デバイス関連企業への就職者数を今より年間400人増（３倍）と
するために、本協議会（産学官連携）で、人材育成、人材確保策の拡
充を図る。

【道内半導体・電子デバイス関連企業の採用状況】
・2023年度採用実績 200人（新卒、中途)
・2030年度採用希望数600人（同上）
→現状より年間400人の追加人材需要が見込まれる

【現在の道内理工系学生（構成機関）の動向】
道内理工系学科の入学定員数は約5,600人。うち、進学等を除く
就職者数は約3,200人。

出典）経済産業省北海道経済産業局
「北海道半導体人材育成等推進協議会 第２回会議資料」

①人材育成・確保のロードマップ作成
道内における半導体・電子デバイス産業の
人材ニーズと教育カリキュラムの適合性確認・
可視化・調整を実施。

②産業界と教育界を繋ぐアクションの実行
産業界と教育界を繋ぐ各種アクションをニー
ズの高いものから順次実施（実務家教員派
遣、 出前講座、半導体工場見学（学生・
教員）、インターンシップの強化など。

主な取組 人材育成・確保の方針（案）



第３章 １ 半導体関連産業に関する本道の現状
１－２ 半導体関連人材の現状③（北海道大学の取組）

・ 2023年6月、北海道大学は、次世代半導体の量産技術の実現に向けた国の研究開発拠点であ
るLSTCに参画しました。

・ 2023年10月には、産学官のハブとして国・地域・産業界の課題解決に貢献するとともに、学内にお
ける半導体関連研究・人材育成の推進を図るため、「半導体拠点形成推進本部」を設置しました。

出典）北海道大学ウェブサイト https://hokudai.ac.jp/news/2023/10/post-1328.html 21

組合員（企業）
・ラピダス社

組合員（研究機関）
・大学共同利用機関法人高エネル
ギー加速器研究機構
・国立研究開発法人物質・材料研
究機構
・国立研究開発法人産業技術総合
研究所
・国立研究開発法人理化学研究所

組合員（大学）
北海道大学、東北大学、筑波大学、
東京大学、東京工業大学、
名古屋大学、大阪大学、広島大学、
九州大学

LSTCの参画機関



・ 旭川高専と釧路高専は、2023年10月以降、半導体の科目を順次開講しています。

・ 苫小牧高専は、2023年4月より、既存の関連科目と連携させた講義を実施しています。

・ 函館高専は、2024年度に開講予定です。

旭川高専の新科目「半導体概論」の内容

旭川 全学科で履修可能な半導体概論を開講
（2023年10月）

釧路 熊本高専などの教材を活用し、半導体基礎
科目を開講（2023年12月）

函館 地元企業と連携し、実践力育成プログラムを
開発（2024年度～）

苫小牧 既存の関連科目と連携させ学年進行に応じ
た講義を開講（2023年4月） 22

1 10月3日
・ガイダンス
・半導体の重要性
・半導体の定義・種類

9 12月12日 ・半導体の応用(2)記憶素子(メモリ)

2 10月10日
・半導体の結晶構造
・半導体のバンド構造

10 12月19日 ・半導体の応用(3)発光・発電素子

3 10月17日
・半導体のキャリアと分類
①真性半導体と不純物半導体
②ｐ型半導体とｎ型半導体

11 1月9日 ・半導体の応用(4)パワー半導体

4 10月31日
・ｐｎ接合
①整流特性-ダイオード
②ｐｎ接合のバンド図

12 1月16日
・半導体製造技術Ⅰ
①結晶成長
②エピタキシャル成長

5 11月7日 ・バイポーラトランジスタとその動作特性 13 1月23日
・半導体製造技術Ⅱ
①エッチング
②熱酸化

6 11月14日
・ＭＯＳ構造
①金属・半導体界面の性質

14 1月30日
・半導体製造技術Ⅲ
①リソグラフィー
②微細加工技術

7 11月21日
・ＭＯＳトランジスタ
①ＣＭＯＳトランジスタ
・集積回路

15 2月6日
・半導体製造工程
・半導体の最新動向

8 12月5日 ・半導体の応用(1)演算素子

第３章 １ 半導体関連産業に関する本道の現状
１－２ 半導体関連人材の現状④（道内４高専の取組)



・ 本道は、風力発電、中小水力発電、太陽光発電の再生可能エネルギーのポテンシャルが、全国随一です。

・ 国は、洋上風力を2040年までに最大4,500万キロワット導入することを目指しており、北海道は、そ
の約３分の１を担うことが想定されています。

第３章 ２ デジタル関連産業に関する本道の現状
２－１ 再生可能エネルギーのポテンシャル
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第３章 ２ デジタル関連産業に関する本道の現状
２－２ データセンターの立地状況
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帯広市

函館市

旭川市

岩見沢市石狩市

札幌市

苫小牧市

美唄市
北見市

さくらインターネット（石狩市）

石狩再エネデータセンター第１号
（石狩市）

2023年6月、経産省補助金を活用し、
生成ＡＩ開発用のクラウド基盤の整
備を発表

アルゴグラフィックス（北見市）

ソフトバンク・IDCフロンティア
（苫小牧市）

冷涼な外気を活用した、高度処理計
算用のデータセンター

ホワイトデータセンター（美唄市）

雪氷冷熱を活用したデータセンター。
データセンター排熱を養殖等に利用

2022年6月、総務省補助金に採択。
再エネ100％のデータセンター 再エネ100％利用の300MWを超え

る日本最大級のＡＩデータセンター

・ 道内には44カ所のデータセンターが立地しています（道調べ。2023年12月末時点）。

・ 最近では､再エネを活用するデータセンターや生成AI開発など高度処理計算用のデータセンターが立地
しています。

・ 2023年５月、国は、「デジタルインフラ（DC等）整備に関する有識者会合の中間とりまとめ2.0」に
おいて、北海道を東京圏・大阪圏を補完・代替するデジタルインフラの中核拠点に位置づけています。


